
香芝市立三和小学校 学校通信 ４号

2022年 6月 3日 発行

校長 増田尚弘

「遊び方を考える」 ※５月３０日(月)放送朝会での話より

放課後や休みの日の、学校以外の場所での遊び方について、みなさんは
どんなことに注意していますか。
場所については、そこが安全であるかどうか、また、遊んでもいい場所

なのか、考えなければいけません。また、時間は遅い時間になっていない
か注意しましょう。遊び方についても、周りの迷惑になっていないか考え
ましょう。場所によっては大きな声を出していることも迷惑になる場合が
あります。
また、これからの季節は田んぼに水が入って、お米作りが始まっていき

ます。大切に育てられている田んぼや畑には、絶対に入らないようにしま
しょう。何もないように見えている土の中にも、いろんな作物の種が植え
られているかもしれません。
それから、道路の横には田んぼに水を引くための用水路があります。か

なり深い、幅の広い用水路もあります。これから田植えの季節になると、
用水路の水の量は多くなっていきます。とても危険な状態になりますので、
くれぐれも中に入って遊んだりしないようにしてください。

【保護者の皆様へ】
休日や放課後の過ごし方については、「わたしたちのきまり」で連絡

させていただいておりますので、今一度お読みただきますようお願いし
ます。その中で「子どもだけでは、校区外へは行かない」という点につ
いて、ご指導よろしくお願いします。また、「金銭の貸し借りやおごり
合いをしない」という点で、子どもたちが持つ金銭の管理、そしてスマ
ートフォン等の使用管理についてもよろしくお願いいたします。

一年生を迎える会
５月１８日(水)に「１年生を迎える会」を実施しました。

入学式の日から早いもので、もう２ヶ月近く経ちました。
校内放送を使って教室のテレビ画面を通して、各委員会
ごとに５，６年生のお兄さんお姉さんから、楽しい出し
物が届けられました。
１年生のみなさんは、これからいろんなことを学び、

成長し、６年生になる頃には、新入生を優しく迎えてく
れるのでしょう。

さわやか外遊び
5月13日～6月17日、朝の時間を利用して「さわやか外

遊び」の取組をすすめています。体力づくりや健康の保持・
増進は、教育活動以前に、人が生きていく上でその基盤となる大
切なものです。幼い頃からの「運動あそび」は、子どもたちの基
礎体力をつくる上で、非常に重要であるとともに、毎日の生活の
中で、子どもたちが楽しく遊ぶことのできる環境を、親や学校が
つくってあげる必要性もあります。初夏の朝のさわやかな空気の
中に、子どもたちの声が響いています。

ニコニコあいさつの日
市内の幼稚園・小学校・中学校において、豊かな心や規範意識・社会性を育むために

も、基本的な生活習慣である「あいさつ」の励行に取り組んでいます。本校でも、子ど
もたちのコミュニケーション能力を高める第一歩として、今年度も「あいさつ」を重要
視し、取り組んでいきたいと考えています。
学校ではもちろん、家庭や地域においても、笑顔で元気よくあいさつをすることは、

家庭や地域の連帯感が高まり、また、子どもたちが健やかに育ち、安全で安心な住みよ
い社会を築くためにも、とても重要なことです。
香芝市では毎月２５日を「ニコニコあいさつの日」とし、あいさつについて考え、そ

の意識を高めていくため、市内の園・学校において、「あいさつ」運動を進めていきま
す。
さわやかなあいさつが、市内各地で交わされる、そんな素敵な街にしていくために、

みんなで「あいさつの輪」を広げていきましょう！


